
        
学校番号 ２１１ 

   
       令和２年度  理科 

  

 
教  科 理科 科目 化学 単位数 ４単位 年次 ３年次 

 
使用教科書 化学 新訂版（ 実教出版 ） 

 
副教材など 新訂 エクセル化学（ 実教出版 ）、 六訂版 スクエア 最新図説化学（ 第一学習社 ） 

           

１ 担当者からのメッセージ（学習方法など） 
     

 

問題集，問題演習用のノートと授業用のノートを用意してください。小単元ごとの学習が終了しましたら、指示を待たずに各自で問題

を解答するようにしましょう。解答編を参照して答え合わせもやりましょう。その段階での質問事項は後回しにせずに必ず担当者に質問

し、理解・納得しておくようにしてください。問題集用ノートや授業ファイルは、定期的に提出してもらいます。繰り返し取り組む姿勢

を持ってください。 

授業は教科書を中心に、プリント・資料集を補助的に用いて進めて行きます。見やすいプリント・ノートを作る過程が、毎日の復習と

なります。出来る限り一日の授業内容はその日のうちに理解し終わるようにしましょう。そのためにも、授業があったその日のうちに、

その日のノートをまとめておきましょう。実験も随時取り入れて行きます。授業の内容と関連付けて、レポートを作り提出するようにし

てください。 

 

           

２ 学習の到達目標 
       

 

１．有機化合物の性質や反応を探究し，有機化合物の分類と特徴が理解できるとともに，日常生活と関連づけて考察できる。 

２．各種の結晶の構造、及び物質の三態( 気体・液体・固体 )の特徴を理解し、物質の持つ特性との関連を考察できる。 

３．天然高分子化合物、合成高分子化合物の性質、特徴を理解し、身の回りの物質と関連づけて考察できる。 

４．上記の目標を達成するために探究活動を行い，学習内容を深めるとともに，化学的に探究する能力を高める。 

           

３ 学習評価（評価基準と評価方法） 
      

 
観
点 

ａ：関心・意欲・態度 ｂ：思考・判断・表現 ｃ：観察・実験の技能 ｄ：知識・理解 

 

観
点
の
趣
旨 

自然の事物・現象に関心をも

ち，意欲的にそれらを探究し

ようとするとともに，科学的

態度を身に付けている。 

自然の事物・現象の中に問題を見

出し，探究する過程を通して，事

物を科学的に考察し，導き出した

考えを的確に表現している。 

観察，実験を行い，基本操作を習

得するとともにそれらの過程や結

果を的確に記録，整理し，自然の

事物・現象を科学的に探究する技

能を身に付けている。 

自然の事物・現象につい

て，基本的な概念や原

理・法則を理解し，知識

を身に付けている。 

 

 

評
価
方
法 

学習状況の観察等 

問題集 

ノートの記述 

小テスト 

学習状況の観察等 

問題集 

ノートの記述 

定期考査の結果 

学習状況の観察等 

実験・レポートの記述 

ノートの記述 

定期考査の結果 

学習状況の観察等 

問題集 

ノートの記述 

探究活動の記録と発表 

定期考査の結果 

 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。学習内容に応じて、それぞ

れの観点を適切に配分し、評価します。 

           



学習の活動 

学

期 

単

元

名 

学習内容 

おもな評価 

の観点 単元(題材)の評価基準 評価方法 

ａ ｂ ｃ ｄ 

1

学

期 

芳
香
族
有
機
化
合
物 

芳香族の特徴 ○ ○   ａ. 炭素の元素としての特性と、ベンゼンを中心とした化合物の 

  特徴を理解する。 

ｂ. 芳香族の中心であるベンゼンの構造と特徴を理解する。 

ｃ. 芳香族有機化合物の構造と、その特徴を理解する。 

ｄ. 実験における結果と、各単元の学習内容とを関連付けて理解 

  する。 

学習状況 

問題集 

実験レポート 

小テスト 

定期考査 

ベンゼンとその誘導

体 

○ ○  ○ 

フェノール類   ○ ○ 

芳香族カルボン酸・アミン   ○ ○ 

芳香族化合物の分離・まとめ  ○ ○  

気
体
・
液
体
の
性
質 

物質の三態 ○    ａ. 状態変化が起こる条件、溶解が起こる原理を理解する。 

ｂ. ボイルの法則、シャルルの法則、気体の状態方程式の定義を 

理解する。 

ｃ．各法則を用いて温度、体積、圧力を計算することができる。 

ｄ．気体中と溶液中で生じる現象の違いと共通性を理解する。 

気体  ○   

溶解・溶液  ○ ○ ○ 

コロイド ○  ○ ○ 

結
晶
の
構
造 

結晶の種類 ○    ａ. ４種類の結晶の構造と特徴を、比較しながら理解する。 

ｂ. 金属結晶の単位格子の種類と、一辺の長さと原子半径，密度 

  充填率などがわかる。 

ｃ. 単位格子の構造と特徴を理解し、式量や分子量が計算できる。 

ｄ. 各結晶構造の違いと共通性を理解する。 

金属結晶の構造  ○  ○ 

イオン結晶の構造   ○ ○ 

共有結合の結晶・分

子結晶の構造 
  ○ ○ 

２ 

学 

期 

化
学
反
応
と
エ
ネ
ル
ギ
ー 

反応熱・熱化学方程式 ○    ａ. 発熱反応、吸熱反応の原理、電流の正体を理解する。 

ｂ. 化学反応の熱量の計算方法、電池の基本構造を理解する。 

ｃ. 化学反応時の発熱量と生じる電気量、及び電気分解によって 

両極で生じる物質、物質量、体積などが計算できる。 

ｄ. 工業的な生産方法など身の回りの物質がどのようにして作ら 

れているかを理解する。 

学習状況 

問題集 

実験レポート 

小テスト 

定期考査 

ヘスの法則 ○ ○   

電池 ○ ○  ○ 

電気分解   ○ ○ 

化
学
反
応
と
平
衡 

反応の速さ ○    ａ. 化学反応の速さの定義、概念を理解する。 

ｂ. 可逆反応、化学平衡の概念を理解する。 

ｃ. 水溶液中の化学平衡を含め、平衡定数を求めることができる。 

  条件による平衡の移動を判断し、平衡状態における圧力、濃度 

などを計算することができる。 

ｄ. 工業的生産方法等にどのように応用されているかを理解する。 

可逆反応と化学平衡  ○   

平衡の移動   ○ ○ 

水溶液中の化学平衡   ○ ○ 

天
然
高
分
子
化
合
物 

高分子化合物 ○    ａ. 高分子化合物の定義、概念、構成分子の性質を理解する。 

ｂ. 単量体となる単糖、アミノ酸の性質、重合の仕組みを理解し、 

  天然高分子化合物の特徴、性質を理解する。 

ｃ. デンプン、セルロース、タンパク質などの重合度、単量体の 

分子量などを計算することができる。 

ｄ. 生物領域と関連した酵素、ＤＮＡ、ＲＮＡなどの性質、特徴、 

生体内でのはたらきについて理解する。 

単糖類・二糖類・多糖類 ○ ○  ○ 

アミノ酸 ○ ○   

タンパク質・核酸   ○ ○ 

３ 

学 

期 

合
成
高
分
子
化
合
物 

合成繊維 ○ ○   
ａ. 合成繊維の歴史、プラスチックの特徴を理解する。 

ｂ. 天然繊維などの天然高分子化合物との違いを理解し、合成高分 

子化合物にどのような利点があるかを理解する。 
 

ｃ. 単量体となる物質の性質、重合の仕組みを理解し、熱可塑性樹 

脂と熱硬化性樹脂との違いを理解する。 
 

ｄ. 機能性高分子化合物として利用されているプラスチックなどの

具体的な利用例を学ぶとともに、生分解性プラスチックなど次

世代の素材として期待される高分子化合物について理解する。 

 

学習状況 

実験レポート 

 プラスチック ○ ○  ○ 

ゴム ○  ○ ○ 

 


